
県
本
部
は
10
月
12
・
13
・

19
日
に
『
県
本
部
統
一
要
求

書
』
を
単
組
連
名
で
提
出
し

ま
し
た
。
今
回
の
『
要
求
書
』

提
出
で
は
、
①
労
働
時
間
の

把
握
に
つ
い
て
「
何
ら
か
の

措
置
が
必
要
」
と
い
う
認
識

と
検
討
が
広
が
っ
て
い
る
。

②
現
業
職
場
・
保
育
所
な
ど

必
要
職
場
の
『
36
協
定
』
に

つ
い
て
「
検
討
が
必
要
」
と

い
う
認
識
が
生
ま
れ
つ
つ
あ

る
。
③
職
員
採
用
・
人
材
確

保
に
つ
い
て
「
あ
ら
た
な
措

置
・
工
夫
」
が
広
が
り
、

「
効
果
が
あ
っ
た
措
置
」
も

紹
介
さ
れ
た
。
④
会
計
年
度

任
用
職
員
制
度
の
移
行
へ

「
今
年
度
中
に
現
在
の
非
正

規
の
状
況
把
握
」
の
必
要
性

が
認
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
な

ど
が
特
徴
的
で
し
た
。
（
以

下
文
責
県
本
部
）
【
Ａ
市
】

労
働
時
間
管
理
は
『
厚
労
省

通
知
』
を
受
け
て
検
討
中
。

勤
務
時
間
把
握
の
他
市
の
情

報
な
ど
を
集
め
て
い
る
段
階
。

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
や
タ
イ
ム
カ
ー

ド
な
ど
も
検
討
。
【
Ｂ
市
】

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
導

入
は
、
施
行
に
向
け
て
遅
れ

る
こ
と
な
く
対
応
し
た
い
。

【
Ｃ
町
社
協
】
日
々
雇
用
職

員
の
時
給
を
改
善
。
【
Ｄ
市
】

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
は

『
総
務
省
マ
ニ
ュ
ア
ル
』
を

見
て
も
疑
問
が
多
く
国
へ
の

意
見
も
上
げ
た
。
【
Ｅ
市
】

タ
イ
ム
カ
ー
ド
に
よ
る
勤
怠

シ
ス
テ
ム
導
入
を
考
え
た
が
、

予
算
的
に
導
入
が
難
し
か
っ

た
。
【
Ｆ
町
】
合
併
後
の
採

用
抑
制
で
職
員
年
齢
構
成
の

歪
み
が
出
て
い
る
。
来
年
の

採
用
に
は
募
集
が
結
構
あ
っ

た
。
【
Ｇ
町
病
院
】
看
護
師

は
、
地
域
の
人
が
町
立
病
院

を
自
分
の
こ
と
と
考
え
て
紹

介
し
て
く
れ
る
こ
と
が
確
保

に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
【
Ｈ

市
】
労
働
時
間
縮
減
に
向
け

て
、
職
場
上
下
関
係
や
部
署

内
の
意
思
疎
通
を
大
事
に
し

た
い
。
会
計
年
度
任
用
職
員

制
度
は
、
財
政
的
な
課
題
が

あ
る
と
思
う
。
土
木
・
建
築

は
応
募
が
少
な
く
、
他
市
と

の
競
合
も
影
響
、
応
募
枠
を

広
げ
る
な
ど
工
夫
し
て
い
る
。

【
Ｉ
市
】
再
任
用
制
度
は
来

年
の
定
年
退
職
者
か
ら
３
年

に
な
る
こ
と
も
あ
り
、
現
在

適
用
の
１
・
２
級
で
は
不
十

分
と
考
え
検
討
に
入
っ
た
。

【
Ｊ
市
社
協
】
労
働
時
間
把

握
は
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
に
よ
る
勤

怠
管
理
シ
ス
テ
ム
を
12
月
試

験
導
入
し
１
月
正
式
運
用
。

将
来
的
に
各
自
の
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
の
管
理
も
検
討
。

応
募
が
な
い
職
種
は
賃
金
改

善
も
検
討
し
て
い
る
。

県
本
部
医
療
介
護
評
議
会

は
10
月
24
・
25
日
「
自
治
体

病
院
・
介
護
施
設
要
請
行
動
」

を
実
施
し
、
『
安
心
安
全
の

医
療
介
護
実
現
要
請
書
』
を

提
出
・
懇
談
し
ま
し
た
。
各

病
院
・
施
設
で
は
、
看
護
師

な
ど
の
人
員
不
足
と
職
員
募

集
に
応
募
が
な
い
深
刻
な
状

況
、
奨
学
金
・
奨
学
金
返
済

補
助
な
ど
の
施
策
、
適
正
な

夜
勤
回
数
の
問
題
、
労
働
時

間
管
理
の
適
正
化
、
時
間
外

（
就
業
前
後
）
の
把
握
と
手

当
支
給
、
事
業
所
内
保
育
所

の
設
置
、
病
床
削
減
、
非
正

規
職
員
の
一
時
金
・
昇
給
・

資
格
取
得
で
の
処
遇
改
善
な

ど
、
懇
談
し
ま
し
た
。

自
治
体
一
般
労
組
は
10
月

20
日
、
県
嘱
託
警
備
員
の
労

働
条
件
改
善
を
求
め
「
県
人

事
課
と
の
団
体
交
渉
」
を
実

施
。
組
合
は
警
備
員
含
め
４

人
参
加
し
、
県
人
事
課
は
人

事
係
長
ら
が
対
応
。
20
年
４

月
施
行
の
『
会
計
年
度
任
用

職
員
制
度
』
に
つ
い
て
、
組

合
の
「
今
後
、
条
例
制
定
も

必
要
と
考
え
る
が
、
条
例
案

の
段
階
で
組
合
と
協
議
を
」

の
要
求
に
、
県
は
「
現
在
、

非
正
規
職
員
の
実
態
把
握
を

行
っ
て
お
り
、
必
要
に
応
じ

て
組
合
と
協
議
す
る
」
と
回

答
。
『
夜
勤
賃
金
改
善
要
求
』

に
対
し
「
最
低
賃
金
改
定
を

受
け
10
月
か
ら
夜
勤
日
額
＋

２
６
０
円
（
８
３
９
０
円
）

に
引
き
上
げ
る
（
月
額
換
算

＋
３
９
０
０
円
）
」
と
回
答
。

組
合
は
「
改
善
は
評
価
す
る

が
、
最
賃
以
下
水
準
に
変
わ

り
は
な
く
、
給
料
表
を
基
準

と
し
た
賃
金
制
度
を
」
と
改

善
を
求
め
ま
し
た
。

（１） 第４９０号
自 治 労 連 愛 媛 ２０１７年 １１月１０日

第 ４９０ 号

日 程

【11月】

12 第58回地方自治研
究愛媛県集会（松山）

14 県予算要求交渉（県庁）
17 今治水道労組定期大会
21 県本部拡大執行委員会

県市町振興課要請（県庁）
22 南予総支部代表者会議
23 地域医療を守る全国交流

集会（東京）
24 宇和島市職宇和島支部定

期総会
25 女性部幹事会
26 医療介護評幹事会

非正規公共評全県学習交
流集会（西予）

【12月】
２ 自治労連四国ブロック定

期総会・事前会議（徳島）
４ 松山市職労定期大会
６ 東予総支部代表者会議
９ 現業評定期大会
16 県本部拡大執行委員会

非正規公共評幹事会
書記部会総会・学習会
愛媛労連春闘討論集会

■高卒初任給（行１）①県内市町（2017国勧告準拠）1級05号 147,100円（④△4,990円）

②県内市町（2017県勧告準拠）1級05号 147,673円（④△4,417円）

③松 山 市（2016市独自改定）1級07号 148,300円（④△3,790円）

④愛 媛 県（2017初任給改善）1級09号 152,090円

〔参考〕国勧告準拠の市町職員①と愛媛県職員④の「年収差」4,990円×16.4月＝81,836円
■大卒初任給（行１）⑤県内市町（2017国勧告準拠）1級25号 179,200円（⑧△7,324円）

⑥県内職員（2017県勧告準拠）1級25号 179,898円（⑧△6,626円）

⑦松 山 市（2016市独自改定）1級26号 181,000円（⑧△5,524円）

⑧愛 媛 県（2017初任給改善）1級29号 186,524円

〔参考〕国勧告準拠の市町職員⑤と愛媛県職員⑧の「年収差」7,324円×16.4月＝120,113円

■予選リーグ【西条市】2－0【埼玉上尾市】

【西条市】2－0【高知四万十市】

■準 決 勝【西条市】0－2【東京特区連】

■決 勝【京都市】2－0【東京特区連】

【
橋
本
彩
香

主
将
】

主
将
と
し
て
初
め
て
の
全
国
大
会

で
、
４
年
連
続
５
回
目
の
決
勝
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
、
４
度
目
の
３
位
。
新
人

メ
ン
バ
ー
も
加
入
し
、
地
元
の
バ
レ
ー

チ
ー
ム
の
皆
さ
ん
に
協
力
い
た
だ
き

な
が
ら
、
練
習
を
続
け
て
き
た
成
果

が
３
位
と
い
う
結
果
に
表
れ
た
の
は

う
れ
し
い
で
す
。
し
か
し
、
今
年
も

東
京
に
負
け
て
し
ま
っ
た
の
は
と
て

も
悔
し
い
で
す
！

来
年
こ
そ
『
打

倒
！
東
京
特
区
連
！

め
ざ
せ
！
優

勝
！
』
を
合
言
葉
に
、
練
習
に
と
り

く
み
た
い
で
す
。
最
後
に
な
り
ま
し

た
が
、
温
か
く
送
り
出
し
て
く
れ
た

職
場
の
皆
さ
ん
や
家
族
に
た
く
さ
ん

の
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
、
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

久万高原町立病院 西 条 市 新居浜清掃企業 内 子 町



新
居
浜
水
道
労
組
は
９
月

28
日
「
定
期
大
会
」
を
開
催

し
15
人
が
参
加
。
川
人
新
委

員
長
が
「
こ
の
間
一
体
感
が

増
し
、
活
動
の
負
担
軽
減
で

若
手
の
活
動
参
加
も
広
が
っ

た
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
大
野

前
委
員
長
に
『
花
束
』
を
贈

呈
。
活
動
報
告
で
は
「
対
象

者
全
員
が
組
合
員
と
な
っ
た
」

こ
と
、
活
動
方
針
案
で
は

「
厳
し
さ
を
増
す
職
場
環
境

を
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
改
善
し
、

こ
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
守
る

こ
と
が
『
労
働
組
合
』
」

「
組
合
員
の
『
声
や
思
い
』

を
集
約
し
『
し
っ
か
り
要
求
』

し
、
住
民
全
体
の
奉
仕
者
と

し
て
仕
事
が
で
き
る
労
働
条

件
確
立
め
ざ
す
」
「
『
組
合

活
動
』
を
伝
え
る
義
務
が
あ

る
。
１
人
で
も
多
く
活
動
参

加
し
、
次
世
代
の
育
成
・
活

動
の
継
承
を
す
す
め
る
」
こ

と
を
強
調
し
、
全
員
で
採
択

し
ま
し
た
。

久
万
高
原
町
職
は

10
月

11
日
「
定
期
総
会
」
を
52
人

の
参
加
で
開
催
。
最
初
に
和

田
委
員
長
が
「
し
ば
ら
く
総

会
開
催
で
き
て
い
な
か
っ
た

が
、
引
き
続
き
職
員
の
疑
問

や
要
求
を
解
決
で
き
る
組
合

に
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

続
い
て
経
過
報
告
と
決
算
報

告
に
対
す
る
質
疑
が
あ
り
、

組
合
員
か
ら
「
職
場
課
題
に

対
す
る
今
後
の
具
体
的
活
動

を
示
し
て
ほ
し
い
」
「
医
療

介
護
以
外
の
新
採
職
員
の
組

合
加
入
に
向
け
て
具
体
的
対

応
が
必
要
で
は
」
な
ど
の
意

見
や
「
組
織
共
済
の
給
付
事

案
の
確
認
を
」
「
組
合
員
が

楽
し
め
る
レ
ク
企
画
を
」
な

ど
の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

執
行
部
か
ら
は
「
こ
の
総
会

を
機
に
、
空
白
に
な
っ
て
い

た
組
合
活
動
を
戻
し
て
い
き

た
い
」
と
答
弁
し
、
活
動
方

針
や
役
員
体
制
が
全
会
一
致

で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

宇
和
島
市
津
島
吉
田
病
院

局
労
組
は
10
月
13
日
「
定
期

大
会
」
を
開
催
し
58
人
が
参

加
。
経
過
報
告
で
は
「
合
併

以
来
の
課
題
だ
っ
た
介
護
２

施
設
間
の
給
料
表
の
統
合
、

長
年
要
求
し
て
き
た
介
護
職

員
の
正
規
採
用
が
実
現
し
た
。

と
も
に
単
組
の
粘
り
強
い
要

求
が
実
を
結
ん
だ
成
果
」
と

報
告
。
「
職
場
対
抗
レ
ク
バ

レ
ー
大
会
」
も
好
評
と
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。
運
動
方
針

で
は
「
２
病
院
２
介
護
施
設

で
過
半
数
組
合
め
ざ
そ
う
」

な
ど
組
織
拡
大
・
強
化
の
方

針
を
全
会
一
致
で
採
択
。
若

藤
委
員
長
か
ら
「
そ
ろ
そ
ろ

世
代
交
代
も
視
野
に
学
習
を

重
ね
、
新
た
な
役
員
体
制
で

乗
り
切
り
た
い
」
と
抱
負
を

語
り
、
『
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
』

で
締
め
く
く
り
ま
し
た
。
大

会
終
了
後
、
会
場
を
近
く
の

焼
肉
屋
に
移
し
て
の
懇
親
会

で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

西
予
市
職
労
は
10
月
17
日
、

昼
休
み
と
勤
務
終
了
後
に

「
職
場
委
員
説
明
会
」
を
開

催
し
、
役
員
と
職
場
委
員
32

人
が
参
加
。
和
氣
委
員
長
よ

り
「
係
長
昇
任
試
験
導
入
・

職
員
駐
車
場
の
有
料
化
見
直

し
」
の
『
組
合
意
見
書
』
に

対
す
る
『
市
長
回
答
』
に
つ

い
て
説
明
。
続
い
て
「
17
給

与
勧
告
」
の
内
容
と
特
徴
を

報
告
、
要
求
取
り
ま
と
め
へ

「
職
場
集
会
」
開
催
を
提
案
。

『
イ
ク
ボ
ス
宣
言
』
後
の
職

場
の
様
子
も
交
流
し
、
「
宣

言
後
も
変
わ
ら
な
い
…
。
早

く
帰
れ
と
言
わ
れ
る
だ
け
。

サ
ー
ビ
ス
残
業
が
増
え
た
」

な
ど
の
意
見
も
。
ま
た
出
先

職
場
か
ら
「
時
間
外
勤
務
や

持
ち
帰
り
残
業
な
ど
の
過
酷

な
勤
務
実
態
」
の
相
談
も
あ

り
ま
し
た
。
「
自
治
労
連
共

済
の
継
続
手
続
き
」
も
説
明

し
、
各
職
場
で
の
取
り
ま
と

め
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

内
子
社
協
労
組
（
コ
コ
ロ

ユ
ニ
オ
ン
）
は
10
月
21
日

『
レ
ク
企
画
・
ド
ッ
ヂ
ビ
ー
』

を
実
施
し
19
人
が
参
加
。
ま

ず
軽
く
準
備
運
動
を
し
て
か

ら
２
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
対

戦
し
、
約
１
時
間
楽
し
み
ま

し
た
。
参
加
者
か
ら
は
「
汗

を
か
い
て
、
楽
し
か
っ
た
」

と
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
後
場
所
を
移
動
し
、
20
時

よ
り
約
２
時
間
「
懇
親
会
」

を
行
い
ま
し
た
。
ご
飯
を
食

べ
な
が
ら
会
話
を
楽
し
み
、

さ
ら
に
親
睦
を
深
め
、
最
後

に
「
こ
れ
か
ら
も
ま
た
チ
カ

ラ
を
あ
わ
せ
て
み
ん
な
で
頑

張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！
」

と
話
を
し
て
閉
会
し
ま
し
た
。

宇
和
島
市
職
津
島
支
部
は

10
月
27
日
「
総
会
」
を
開
催

し
37
人
が
参
加
。
執
行
部
が

『
宇
和
島
支
部
と
の
支
部
統

合
』
に
つ
い
て
「
互
い
に
知

恵
を
絞
り
、
合
意
で
き
る
案

と
な
っ
た
」
こ
と
を
説
明
。

組
合
員
か
ら
「
支
部
統
合
後

に
は
書
記
３
人
体
制
と
な
る

が
、
書
記
の
処
遇
は
維
持
さ

れ
る
の
か
」
な
ど
の
質
問
が

あ
り
、
採
決
で
は
全
員
が

「
支
部
統
合
に
賛
成
」
し
ま

し
た
。
保
育
部
は
「
県
子
育

て
支
援
課
と
今
年
も
懇
談
し
、

持
ち
帰
り
残
業
や
保
育
士
不

足
の
現
状
を
訴
え
て
き
た
」

と
活
動
報
告
。
最
後
に
黒
井

支
部
長
が
「
労
働
時
間
管
理

や
36
協
定
締
結
な
ど
要
求
課

題
が
山
積
し
て
い
る
。
特
に

保
育
士
不
足
は
じ
め
職
員
の

増
員
は
深
刻
な
の
で
、
新
市

長
に
あ
ら
た
め
て
要
求
し
た

い
。
み
ん
な
の
チ
カ
ラ
で
要

求
前
進
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
と

考
え
て
い
る
」
と
決
意
を
語

り
ま
し
た
。

■
つ
い
に
愛
媛
国
体
、
街
も

人
も
活
気
づ
い
て
ま
す
。
世

の
中
不
穏
な
ニ
ュ
ー
ス
が
多

い
今
日
こ
の
頃
、
お
陰
で
明

る
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

（
新
居
浜
・
西
原
）

■
感
動
と
共
に
愛
媛
国
体
終

わ
り
ま
し
た
ね
～
。
同
僚
と

市
の
国
体
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

参
加
さ
せ
て
も
ら
い
、
癖
に

な
る
よ
う
な
貴
重
な
楽
し
い

経
験
に
！
来
年
は
福
井
国
体
、

応
援
参
加
、
で
き
る
も
の
な

ら
行
き
た
い
も
の
で
す
。

（
西
条
・
日
野
）

■
終
わ
っ
ち
ゃ
い
ま
し
た
ね

え
ひ
め
国
体
。
民
泊
協
力
隊

で
私
は
沖
縄
選
手
団
の
地
域

に
お
呼
ば
れ
し
て
、
三
線
を

弾
き
ま
し
た
。
久
々
に
ウ
チ

ナ
ー
グ
チ
が
話
せ
て
チ
ム
ド

ン
ド
ン
（
胸
が
躍
り
ま
し
た
）
。

そ
の
模
様
を
知
人
の
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
で
見
た
皆
か
ら
声

か
け
ら
れ
て
嬉
し
い
よ
う
な

恥
ず
か
し
い
よ
う
な
…
貴
重

な
体
験
が
で
き
ま
し
た
☆

（
西
予
・
山
里
）

■
愛
媛
国
体
の
開
会
式
を
Ｔ

Ｖ
の
Ｌ
ｉ
ｖ
ｅ
で
観
た
。
大

勢
の
市
民
が
一
生
懸
命
自
分

の
役
目
を
果
た
し
て
い
た
。

快
晴
に
恵
ま
れ
、
ブ
ル
ー
イ

ン
パ
ル
ス
が
大
空
に
ス
モ
ー

ク
を
は
き
な
が
ら
飛
ん
で
い

く
の
が
美
し
か
っ
た
。

（
西
条
・
杉
）

■
愛
媛
国
体
で
２
年
ぶ
り
に

バ
ス
を
運
転
。
そ
れ
ま
で
16

年
間
バ
ス
を
運
転
し
て
い
た

け
ど
周
り
か
ら
、
や
っ
ぱ
り

似
合
っ
て
い
る
と
の
声
。
自

分
で
も
ま
ん
ざ
ら
で
も
な
く
、

や
っ
ぱ
り
性
に
合
っ
て
い
る

の
か
な
。
そ
の
よ
う
に
思
え

る
仕
事
が
し
て
み
た
い
で
す
。

（
四
国
中
央
・
笹
本
）

自 治 労 連 愛 媛
（２）第４９０号 ２０１７年 １１月１０日

■
４
８
８
号
の
パ
ズ
ル
の
答

え
は
「
フ
ク
ザ
ワ
ユ
キ
チ
」

（
福
沢
諭
吉
）
で
し
た
。
正

解
は
19
通
で
し
た
。
正
解
者

の
な
か
か
ら
５
人
の
方
に
図

書
カ
ー
ド
を
進
呈
い
た
し
ま

す
。
（
敬
称
略
）

横
田
日
出
子
（
西

予
）

鎌
田

真
実
（
新
居
浜
）

萩
森
志
津
香
（
宇
和
島
）

友
近

寅
男
（
松

山
）

山
里
敬
一
郎
（
西

予
）

【
応
募
方
法
】
パ
ズ
ル
の
解

答
、
氏
名
、
住
所
、
単
組
名

を
忘
れ
ず
に
。
ま
た
、
余
白

に
紙
面
の
感
想
、
職
場
や
家

庭
で
の
出
来
事
な
ど
を
お
書

き
く
だ
さ
い
。
正
解
者
の
な

か
か
ら
５
人
の
方
に
図
書
カ
ー

ド
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

【
送
り
先
】
自
治
労
連
愛
媛

県
本
部
パ
ズ
ル
係

〒
７
９

０
‐
０
０
０
３

松
山
市
三

番
町
８
丁
目
10
‐
２
（
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
メ
ー
ル
も
可

１
面
題

字
下
に
記
載
）

【
締
切
り
】
12
月
27
日
【
発

表
】
４
９
２
号
（
１
月
号
）

出題者 堀川孝行

【ヨコのカギ】
①（四字熟語）多くの人が口をそろえて

同じように言うこと

④「産業や生活の基盤」の略語

⑦気にかかり心が晴れないこと。

○○○○のない笑顔

⑧東温市にある○○○○渓谷

⑨前回り。○○○○⇔後転

【タテのカギ】
①乳幼児をあやす。「○○○○○○ばあ」

②全く気にしない。我関せず。

○○○○○○と聞き流す

③○○ては子に従え

⑤敏腕。すごうで。○○○○をふるう

⑥道路などの横の長さ。この先○○○○減少

マ
ス
目
を
埋
め
、
二
重
枠
の
９
文
字
で
、

マ
ン
ガ
の
タ
イ
ト
ル
に
し
て
下
さ
い
。

お
た
よ
り

あ
り
が
と
う


